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理科館は1970年に建設され、 約50年に亘って理学系の教員 ・ 学生の研究拠点となってきましたが、 金沢八景キャンパス再整備

計画により2017年に取り壊されました。 解体前に開催された 「さようなら理科館！お別れ会」 には300人以上の参加者が集まり、

別れを惜しみました。

理科館 （1983年撮影）



1月
　1955年	「横浜市立大学学則」制定
　2001年	 特定機能病院に承認される	

（附属病院）

2月
　1949年	 商学部と医学部同時に設置

認可
　1959年	 体育館完成
　2014年	 金沢八景キャンパスに「理学

系研究棟」竣工

3月
　1901年	 本校講堂において横浜商法

学校創立二十周年記念式が
挙行される

　1986年	 木原記念横浜生命科学振興
財団が設立

　1998年	 神奈川県から災害拠点病院
に承認される（附属病院）

4月
　1949年	 新制大学として横浜市立大学

設立（商学部）
　1987年	 福浦キャンパス開校、RI 研

究センター同時にオープン
　2001年	 鶴見キャンパス設置

5月
　1994年	 初の市大出身者　梅田誠教

授が学長に就任
　2007年	 神奈川県エイズ治療の中核

拠点病院に指定（附属病院）

6月
　1927年	 秩父宮殿下、十全医院に御

台臨
　1983年	 木原生研準備委員会設置
　2000年	 市民総合医療センター全床

オープン	

Contents

3	学術院の設立

4 歴史に名を遺す市大教員	 1 　 
	 三枝博音先生

5 福浦キャンパスへの移転　 

6 横浜市立大学の国際化に向けた 
英語教育とPEセンター

7	木原生物学研究所

8	災害時の活躍―関東大震災―

こちらの素材はデジタルアーカイブでご覧いただけます

各月のできごと
（1月～ 6月）

リンク先のページから
「横浜市立大学周年史デジタルアーカイブ」
を選択して下さい。
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・
平
成
23
年
度
学
術
院
全
体
会
（
2

 
0
 1 

1
年
4
月
4
日
開
催
）
資
料　

※
学
内

公
開
資
料

・
横
浜
市
立
大
学
W
e
b
サ
イ
ト
「
学
術
院

-YCU

 A
cadem

ic A
ssociation-

」

h
ttp

s://w
w

w
.yokoh

am
a-cu

.
ac.jp/univ/outline/yaa/index.

h
tm

l

（
2 

0 

2
3

年
4
月
18
日
閲
覧
）

・
窪
田
吉
信
先
生
ヒ
ア

リ
ン
グ
回
答
の
全
文

は
「
横
浜
市
立
大

学
周
年
史
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

（https://ycu-
history.repo.
nii.ac.jp/
records/1178)

横
浜
市
立
大
学
は
、
病
院
教
員

を
含
む
す
べ
て
の
教
員
が
学
術
院

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
学
術
院
は
、

領
域
横
断
的
な
研
究
の
推
進
や
柔

軟
な
課
題
対
応
を
目
的
と
し
て
作

ら
れ
た
組
織
で
す
が
、
設
立
ま
で
に

は
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
学
長
補
佐
と
し
て
学
術
院

設
立
に
関
わ
っ
た
窪
田
吉
信
元
学

長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内
容
を
も
と

に
、
学
術
院
設
立
ま
で
の
経
緯
や

効
果
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
術
院
の
前
身
：
研
究
院

2
0
0
5
年
に
大
学
が
法
人
化

し
た
際
、
教
員
の
所
属
組
織
と
し

て
「
研
究
院
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
領
域
横
断
的
な
研
究
分
野
を

開
拓
し
、
柔
軟
な
教
育
・
研
究
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
組
織
で
し
た
が
、
成

果
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
い
く
つ
か

課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
大
学
及
び

病
院
に
硬
直
的
・
閉
鎖
的
な
運
用

を
招
き
、
教
育
研
究
の
進
展
等
に

応
じ
た
柔
軟
な
組
織
編
成
や
、
大

学
独
自
の
自
主
的
・
自
律
的
な
取

組
を
阻
害
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

特
に
医
学
部
に
お
い
て
は
、
福

浦
キ
ャ
ン
パ
ス
（
附
属
病
院
）
と
浦

舟
キ
ャン
パ
ス
（
セ
ン
タ
ー
病
院
）
の

間
で
、
意
識
の
ず
れ
や
温
度
差
が

生
じ
、
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

研
究
院
再
編
に
向
け
た
検
討

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
次
の

よ
う
な
方
向
性
の
も
と
、
研
究
院

の
再
編
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。

・
大
学
の
法
人
化
に
伴
う
組
織
・

制
度
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る

こ
と

・
病
院
教
員
を
含
む
す
べ
て
の
教
員

が
所
属
し
、
連
携
す
る
組
織
と

す
る
こ
と

・
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と

学
術
院
の
設
立

こ
う
し
た
検
討
を
経
て
、

2
0
1
1

年
4
月
に
「
学
術
院
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織

は
教
員
の
所
属
組
織
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
、
教
員
は
す
べ
て
国

際
総
合
科
学
群
・
医
学
群
の
い
ず

れ
か
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
教
員
人
事
の
調
整
機
能

及
び
組
織
間
の
調
整
機
能
も
果
た

し
、
大
学
全
体
の
組
織
的
安
定
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

　

学
術
院
の
設
立

学部長

所
属
組
織

学科長

研究科長 専攻長

病院長 副病院長

学群長
系列長

教室主任教授等

学長 副学長

教員を配置し、教育を行う組織

教員を配置し、教育を行う組織

教員を配置し、診療を行う組織

教員個人が所属し、全学的な視点から
領域横断的な研究や、新たな課題
に対応していくための組織

コース長    共通教養長

カリキュラム長

学 部

研究科

２病院

実
施
組
織

学術院

学術院組織図

成 

果

●
共
同
研
究
の
推
進

●
外
部
資
金
獲
得
に
向
け
た
支
援

強
化

●
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
病
院
経
営

●
診
療
機
能
の
強
化

課 

題

●
分
野
の
融
合
が
進
ん
で
い
な
い

●
学
部
間
の
連
携
が
進
ん
で
い
な
い

●
教
員
人
事
の
権
限
に
関
す
る
制

度
的
不
備 研

究
院
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・
横
浜
市
立
大
学
三
枝
博
音
先
生
没
後
50

年
記
念
事
業
委
員
会
編
『
三
枝
博
音 

： 

大
学
と
思
想 

： 

三
枝
博
音
先
生
没
後
50

年
記
念
誌
』
横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究

会
、
2
0
1
3
年

・
横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会
編
『
三
枝

博
音
の
お
も
か
げ
』
横
浜
市
立
大
学
学

術
研
究
会
、
1
9
6
4
年

・
横
浜
市
立
大
学
［
編
］『
三
枝
博
音
先
生
』

横
浜
市
立
大
学
、
1
9
6
3
年

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

三
枝
先
生
と
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
と
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
直
後
に
各
地
に

誕
生
し
た
自
由
大
学
の
ひ
と
つ
で
、

1
9
4
6
年
に
鎌
倉
大
学
校
の
名

前
で
誕
生
し
ま
し
た（
1
9
4
8
年

に
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
に
改
称
）。
三

枝
先
生
は
開
校
時
は
産
業
科
長
を
、

同
年
９
月
か
ら
は
学
校
長
を
務
め
、

「
楽
し
い
学
園
」
を
つ
く
り
あ
げ

る
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、
財

政
難
に
見
舞
わ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ア
は

1
9
5
0
年
に
廃
校
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
枝
先
生
を
は
じ

め
、
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
教
壇
に
立

っ
た
複
数
の
教
員
が
本
学
に
移
り
、

教
鞭
を
取
っ
た
そ
う
で
す
。

三
枝
先
生
と
横
浜
市
立
大
学

1
9
5
2
年
４
月
、
三
枝
先
生

は
本
学
に
新
設
さ
れ
た
文
理
学
部

の
教
授
と
し
て
着
任
し
、
西
洋
哲

学
史
、
論
理
学
、
科
学
史
、
技
術

哲
学
、
自
然
科
学
概
論
、
東
洋
哲

学
史
等
を
担
当
し
ま
し
た
。

1
9
5
6
年
の
文
理
学
部
長
就

任
後
は
、
横
浜
市
の
財
政
緊
迫
化

に
端
を
発
し
た
合
理
化
問
題
に
対

処
し
、
文
理
学
部
の
存
続
に
尽
力

し
ま
す
。

そ
し
て
、
1
9
6
1

年
10
月
22

日
、
第
４
代
学
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
1
9
5
9
年
の
東

洋
化
工
爆
発
事
故（
み
ら
い
に
つ
な

ぐ
市
大
の
歴
史
V
o
l

．2
参
照
）

を
き
っ
か
け
と
し
た
本
校
舎
の
建
築

が
進
み
、
1
9
6
3
年
６
月
末
に

無
事
完
成
を
迎
え
て
い
ま
す
。

鶴
見
事
故
に
よ
る
逝
去

1
9
6
3
年
11
月
9
日
、
鶴
見

区
内
の
踏
切
で
鶴
見
事
故
が
発
生

し
ま
す
。
三
枝
先
生
は
東
京
で
開

か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
合
に
出

席
し
、
帰
宅
の
た
め
乗
車
し
て
い
た

横
須
賀
線
下
り
列
車
の
中
で
事
故

に
遭
遇
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

11
月
25
日
に
行
わ
れ
た
大
学

葬
で
は
、
三
枝
先
生
の
た
め
に
作

詞
・
作
曲
さ
れ
た
捧
霊
歌
が
歌
わ

れ
、
文
部
大
臣
、
神
奈
川
県
知
事
、

横
浜
市
長
を
始
め
と
す
る
多
く
の

各
界
代
表
者
や
学
生
に
よ
る
弔
辞

が
読
ま
れ
ま
し
た
。

逝
去
後
、
本
学
教
員
・
学
生
に

よ
っ
て
三
枝
先
生
の
蔵
書
仮
目
録

が
作
成
さ
れ
、
1
9
6
6
年
１
月

に
ご
遺
族
か
ら
大
学
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
三
枝
文
庫
は
現
在
、

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
書
庫
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
に
名
を
遺
す
市
大
教
員
1

  
三さ

い
ぐ
さ枝

博ひ
ろ
と音

先
生 

学
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
先
生
方
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
あ
て
る
〝
歴
史
に
名
を
遺
す
市
大
教
員
”。
第
１
回
は
、

本
学
第
４
代
学
長
で
あ
り
、
哲
学
、
科
学
・
技
術
史
研
究
の

泰
斗
で
あ
っ
た
三さ
い
ぐ
さ枝

博ひ
ろ
と音

先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作詞は中山富久 
（作家・詩人・元横浜市嘱託）、

作曲は小船幸次郎 
（指揮者・作曲家）が担当。

三枝博音学長捧霊歌楽譜の一部
（『三枝博音先生』より抜粋）

ご友人から見た三枝先生の一面
・旅行が好きだった（文筆の仕事も兼ねて）
・チェーホフを敬愛し、原著を読むためにロシ

ア語を熱心に学んでいた
・下戸ながら友人たちのお酒に付き合う一方、　

友人を銀座の汁粉屋に連れていくことも
　（『三枝博音のおもかげ』より）



5

参
考
文
献

・
横
浜
市
立
大
学
60
年
史
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
市
立
大
学
六
十
年
史
』
横
浜
市

立
大
学
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
1
9
9
1

年

・
三
杉
和
章
編
集
『
横
浜
と
医
学
の
歴

史
』
横
浜
市
立
大
学
一
般
教
育
委
員
会
、

1
9
9
7
年

医
学
部
・
附
属
病
院
が
福
浦
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
浦
舟
町
に
あ
っ
た
医

学
部
基
礎
校
舎
の
老
朽
化
で
し
た
。

新
校
舎
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
中

間
土
地
（
浦
舟
町
の
病
院
と
医
学

部
基
礎
校
舎
の
間
の
土
地
）
や
近

接
地
、
遠
隔
地
に
移
転
す
る
計
画

な
ど
様
々
な
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

医
学
部
教
授
会
の
将
来
計
画
委

員
会
で
、
横
浜
市
中
期
計
画
の
一

環
と
し
て
医
学
部
基
礎
校
舎
の
新

築
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
余
裕
あ
る

空
間
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。⇒

学
内
で
移
転
運
動
が
開
始
。

横
浜
市
が
浦
舟
町
の
病
院
周

辺
の
土
地
で
あ
る
中
間
土
地
を
買

収
し
、
そ
こ
に
基
礎
校
舎
を
建
設

す
る
と
い
う
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

校
舎
建
設
の
早
期
実
現
の
可
能
性

を
考
慮
し
、
教
授
会
で
も
こ
の
案

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
案
作
成
と
同
時
に
用
地
獲

得
に
向
け
た
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
交
渉
が
難
航
し
た
た
め
、
中

間
土
地
の
獲
得
を
断
念
せ
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
が
、
12
月
の
教
授
会
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
局
資
材
置
き
場
の
跡
地

（
崖
下
土
地
）
の
利
用
計
画
案
が

教
授
会
に
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

「
医
学
部
拡
充
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
教

授
会
は
水
道
局
資
材
置
き
場
跡
地

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
建

設
は
移
転
を
前
提
と
す
べ
き
と
い
う

「
教
授
会
見
解
」
を
発
表
し
、
翌

年
1
9
7
9
年
に
大
学
評
議
会
で

も
審
議
さ
れ
た
結
果
、「
医
学
部
の

意
思
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

２
月
15
日
、
川
上
学
部
長
と
医

学
部
連
絡
会
議
の
代
表
が
細
郷
横

浜
市
長
と
会
見
し
、
7
5
5
名
の

署
名
を
得
た
「
医
学
部
移
転
拡
充

に
関
す
る
陳
情
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
会
見
当
日
は
学
生
1
6
0

名
が
集
ま
り
市
庁
舎
前
で
総
決
起

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

同
年
５
月
12
日
、
全
医
学
部
集

会
が
開
か
れ
、
5
3
0
名
が
参
加

し
、
移
転
拡
充
を
決
議
し
ま
し
た
。

現
在
の
福
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

金
沢
埋
立
３
号
地
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、 

1
9
8
7
年
２
月
19
日
、
福
浦

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
引
っ
越
し
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

移
転
は
10
日
ほ
ど
で
完
了
し
ま
す
。

移
転
で
使
用
さ
れ
た
４
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
は
延
べ
約
7
0
0
台
、
諸
経
費

は
当
時
の
金
額
で
約
１
億
円
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
福
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
校
は
同
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
横
浜
市
立
大
学
附
属

病
院
が
1
9
9
1

年
３
月
に
竣
工

し
、
同
年
６
月
に
開
院
し
ま
し
た
。

福
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転

1980年頃の金沢埋立３号地

2000年頃の福浦キャンパス
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参
考
文
献

・
佐
藤
響
子
、C

arl M
cG

ary、

加
藤
千

博
編
『
大
学
英
語
教
育
の
質
的
転
換 

： 

「
学
ぶ
」
場
か
ら
「
使
う
」
場
へ
』
春
風
社
、

2
0
1
9
年

・
産
学
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

推
進
会
議
『
産
学
官
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
の
た
め
の
戦
略
』
文
部
科

学
省
、
2
0
1
1

年

・「
２
年
生
半
数
、
留
年
の
危
機
」
朝
日
新

聞
、
2
0
0
6
年
12
月
8
日
、
夕
刊
、

14
頁

・
T
O
E
F
L
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

V
o
l

．
87（
M
a
y
．
2
0
1
0
）、

https://etsjapan.jp/toefl/
m

ailm
agazine/m

m
87/

educators-01.htm
l

（
2
0
2
3
年

7
月
13
日
閲
覧
）

こ
れ
は
本
学
の
「Practical 

English Center

」（
P
E
セ
ン
タ

ー
）
が
掲
げ
る
横
浜
市
大
の
英
語

教
育
の
理
念
で
す
。「
横
浜
か
ら
世

界
へ
羽
ば
た
く
人
材
育
成
」
が
基

本
方
針
で
あ
り
、
知
の
創
生
・
発

信
に
取
り
組
む
本
学
に
と
っ
て
、
英

語
教
育
は
と
て
も
重
要
な
事
業
の

ひ
と
つ
で
す
。
P
E
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
を
中
心
に
、
本
学
に
お
け

る
英
語
教
育
の
変
遷
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

2
0
1
1

年
の
文
部
科
学
省
の

「
産
学
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
会
議
」
最
終
報
告
に

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
育
成
の
必

要
性
が
謳
わ
れ
、
大
学
を
起
点
と

し
た
英
語
教
育
の
改
革
や
世
界
展

開
力
の
強
化
が
全
国
的
に
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
本
学
で
は
そ
れ
に
先
駆
け
、

2
0
0
5
年
の
独
立
行
政
法
人
化

時
点
で
、 「
学
ぶ
た
め
の
英
語
」
か

ら
「
使
う
た
め
の
英
語
」
を
目
指

し
た
「Practical English 

教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
始
動
し
て
い
ま

し
た
。

全
学
部
必
修
の
英
語
科
目

「Practical English （
Ｐ
Ｅ
）」

導
入
！

2
0
0
5
年
か
ら
導
入
さ
れ
た

P
E
は
「
大
学
に
お
け
る
知
的
活

動
を
英
語
に
よ
っ
て
行
え
る
レ
ベ
ル

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

学
ん
で
い
く
た
め
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
立
つ
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
お
り
、
P
E
合
格
、
す
な
わ

ち
T
O
E
F
L
で
5
0
0
点
以
上

あ
る
い
は
T
O
E
I
C
で
6
0
0

点
以
上
等
を
取
得
す
る
こ
と
が
、
3

年
進
級
の
必
須
要
件
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
2
0
0
5
年
度
生

の
２
年
終
了
時
の
P
E
合
格
率
は

約
７
割
で
、
多
く
の
学
生
が
留
年

の
危
機
を
迎
え
て
い
る
、
と
新
聞
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
学
の
英
語
教
育

全
般
を
統
括
し
、
全
て
の
学
生
が

P
E
の
単
位
取
得
要
件
を
満
た
せ

る
教
育
と
英
語
力
向
上
を
目
指
し

て
、
2
0
0
7
年
４
月
に
設
立
さ

れ
た
の
がPractical English 

Center

（
P
E
セ
ン
タ
ー
）
で
す
。

P
E
セ
ン
タ
ー
で
はAdvanced 

Practical English

（
A
P
E
）

コ
ー
ス
の
設
立（
2
0
1
0
年
）、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
やO

ne-
on-O

ne Com
m

unication

、

日
本
の
大
学
で
14
番
目
と
な
る
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
2
0
1
6

年
9
月
）
の
創
設
等
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
看
護
学
科
の
１
年

生
を
対
象
と
し
た
医
療
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
実
習
や
、
国
際
教
養
学

部
の
４
年
生
を
対
象
と
し
た
卒
論

英
語
要
旨
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
、

学
生
の
「
使
う
た
め
の
英
語
」
の

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

P
E
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
結

果
、
２
年
修
了
時
の
P
E
合
格
率

も
今
や
97
％
に
ま
で
達
し
て
お
り
、

本
学
に
お
け
る
英
語
教
育
の
更
な

る
発
展
に
挑
み
続
け
て
い
ま
す
。

横
浜
市
立
大
学
の
国
際
化
に
向
け
た
英
語
教
育
と
Ｐ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

　

法人化時の大学の目標
・市民が誇りうる市民に貢献する大学

となること
・発展する国際都市・横浜とともに歩み、

教育に重点を置き、幅広い教養と高
い専門的能力の育成を目指す実践的
な国際教養大学となること

・明確な目標
・少人数制
・英語を使うことを重視
・統一シラバス、統一テキスト
・教員は TESOL（英語教授法）の専門家

PE センター設立時の方針
・習熟度別クラス編成
・オールイングリッシュ

教育重視

学生中心 地域貢献

基本方針

「
学
ぶ
た
め
の
英
語
」か
ら

　
　
　
「
使
う
た
め
の
英
語
」へ
！



7

参
考
文
献

・
木
原
ゆ
り
子
「
木
原
均
先
生
小
伝
～
研

究
と
探
検
と
ス
ポ
ー
ツ
と
～
」『
北
海
道

大
学
総
合
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ュ
ー

ス
』
特
別
抜
粋
号
、
2
0
1
5
年
6
月

・
木
原
記
念
横
浜
生
命
科
学
振
興
財
団

W
e
b
サ
イ
ト
「
木
原
均
博
士
と
生
命

科
学
」 

https://kihara.or.jp/about/
doctor-kihara/

（
2
0
2
3
年
8
月

1
日
閲
覧
）

・
横
浜
市
立
大
学
教
育
推
進
課
舞
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
担
当
『
横
浜
市
立
大
学
木
原
生
物

学
研
究
所 

： 

2
0
2
3
研
究
所
紹
介
』、

2
0
2
3
年

・
梅
田
元
学
長
、
荻
原
元
所
長
ヒ
ア
リ
ン
グ

回
答
の
全
文
は
「
横
浜
市
立
大
学
周
年

史
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
ご
覧
く
だ

さ
い

　
（
梅
田
元
学
長 https://ycu-history.

repo.nii.ac.jp/records/2434

）

（
荻
原
元
所
長 https://ycu-history.

repo.nii.ac.jp/records/2457

）

木
原
生
物
学
研
究
所

木
原
生
物
学
研
究
所
の
歴
史
は
、

1
9
4
2
年
の
京
都
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

木き
は
ら原

均ひ
と
し

博
士
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
同
研
究
所
は
、
幾
度
の
変
遷

を
経
な
が
ら
も
植
物
に
関
す
る
最

先
端
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
研
究
所
に
ゆ
か
り
の
深
い
梅
田

誠
元
学
長
と
荻
原
保
成
元
木
原
生

物
学
研
究
所
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
を
も
と
に
、
木
原
生
物
学
研

究
所
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

木
原
均
博
士
と
は
ど
ん
な
人
？

木
原
均
博
士
の
名
前
を
世
界
的

に
知
ら
し
め
た
の
は
、
コ
ム
ギ
の
祖

先
の
発
見
、
そ
し
て
ゲ
ノ
ム
の
概

念
の
確
立
で
す
が
、
他
に
も
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

木
原
生
物
学
研
究
所
の
現
在

植
物
遺
伝
資
源
科
学
、
植
物
ゲ

ノ
ム
科
学
、
植
物
応
用
ゲ
ノ
ム
科

学
、
植
物
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
科
学
の
４

部
門
を
中
核
と
し
て
、
理
化
学
研

究
所
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
研

究
所
が
保
存
し
て
い
る
コ
ム
ギ
や
ト

ウ
ガ
ラ
シ
の
遺
伝
資
源
を
活
用
し

た
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

木
原
博
士
の
業
績
は
、
木
原
生

物
学
研
究
所
内
、
木
原
記
念
室
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

木原生物学研究所の歴史

����年

����年

����年

����年

����年

����年

����年

����年

京都郊外の物集女地区に木原生物学研究所設立

横浜市南区六ッ川に研究所を移設

三島に研究所の分室を設立（����年には経営難に
より閉所）

横浜の敷地の�割と研究施設を横浜市に売却

木原生物学研究所設立��周年を機に、公的機関へ
の寄託を検討開始

横浜市立大学の附置研究所として再発足
当初は六ッ川の研究所と中村町の医学部分室の
�か所で研究を行っていました。

舞岡リサーチパークの中核
施設として新研究棟着工

新しい横浜市立大学
木原生物学研究所オープン

もずめ

現在の木原生物学研究所
中村町の医学部分室

地
球
の
歴
史
は
地
層
に
、

生
物
の
歴
史
は
染
色
体
に

記
さ
れ
て
あ
る

（
１
９
４
６
年
の
言
葉
）

カラコルム探検は
映画にもなりました

研 究
種無しスイカの研究、
左右性（ネジバナ等）の研究等

探 検
京都大学カラコルム・ヒンズークシ探検隊隊長

スポーツ
全日本スキー連盟の技術委員長や会長を歴任



2
病
院
を
擁
す
る
本
学
は
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
災
害
時
に
活
躍
し

て
き
ま
し
た
。
本
学
の
歴
史
前
史

と
な
る
横
浜
十
全
医
院
時
代
、
関

東
大
震
災
発
生
時
の
出
来
事
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

1
9
2
3
年
9
月
1

日
午
前

11
時
58
分
、
関
東
地
方
を
大
地
震

が
襲
い
ま
し
た
。

相
模
湾
北
西
部
を
震
源
と
す
る

（
諸
説
あ
り
）
こ
の
地
震
で
は
、
連

続
的
に
十
数
回
に
わ
た
る
激
震
が

発
生
し
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、

静
岡
、
そ
の
他
付
近
各
県
に
甚
大

な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

建
物
や
家
屋
の
倒
壊
は
も
ち
ろ

ん
、
漏
電
に
よ
る
発
火
が
頻
発
し
、

火
災
に
よ
る
被
害
も
多
く
、
死

者
・
行
方
不
明
者
数
は
10
万
人
を

超
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十
全
病
院
の
被
害
状
況

本
学
附
属
病
院
の
前
身
で
あ
る

十
全
医
院
（
西
区
老
松
町
）
は
、

最
初
の
激
震
に
よ
り
、
崖
際
に
建
っ

て
い
た
山
手
病
棟
が
約
35
度
傾
き
、

そ
れ
と
同
時
に
全
て
の
建
物
の
天

井
が
崩
落
、
廊
下
一
帯
の
窓
ガ
ラ

ス
も
物
凄
い
音
と
と
も
に
破
損
し

ま
し
た
。

当
時
院
内
に
は
、
入
院
患
者
は

も
と
よ
り
外
来
患
者
も
多
く
、
事

態
は
混
迷
を
極
め
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
々
の
訓
練
に

よ
り
、
職
員
は
患
者
を
背
負
っ
た

り
、
担
架
に
乗
せ
た
り
、
誘
導
し

て
、
辛
う
じ
て
中
庭
に
避
難
し
た
の

で
し
た
。

結
果
的
に
、
当
日
の
入
院
患
者

1
2
9
名
、
職
員
約
1
5
0
名
は
、

僅
か
に
3
名
が
擦
り
傷
を
負
っ
た

程
度
で
済
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て

地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
免
れ

た
も
の
の
、
病
舎
は
こ
と
ご
と
く
倒

壊
、
さ
ら
に
は
付
近
の
失
火
に
よ

り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

避
難
し
た
入
院
患
者
と
増
え
続

け
る
被
災
者
の
診
療
の
た
め
、
何
と

か
し
て
病
舎
を
確
保
す
る
べ
く
、
職

員
は
寝
食
も
忘
れ
て
東
奔
西
走
し
、

焼
け
跡
か
ら
ト
タ
ン
や
木
材
な
ど

を
か
き
集
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
急
ご
し
ら
え
の
病
舎
は

雨
風
に
弱
く
、一
刻
も
早
い
頑
丈
な

病
舎
の
確
保
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
震
災
か
ら
3
日
後
、

平
沼
久
三
郎
氏
か

ら
、
隣
接
す
る
邸

宅
を
病
舎
と
し
て

使
用
す
る
と
の
申

し
出
を
受
け
、
6

日
早
朝
か
ら
「
仮

横
浜
市
十
全
医

院
」
の
表
札
を
掲

げ
て
、
本
格
的
に

診
療
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

災
害
時
の
活
躍
―
関
東
大
震
災
―

8

編
集
発
行
：
横
浜
市
立
大
学
　
学
術
情
報
課
学
術
情
報
担
当
（
百
年
史
編
集
部
会
事
務
局
）

〒
236-0027　

横
浜
市
金
沢
区
瀬
戸
22-2　

　
TEL：

045-787-2076　
　
E-m

ail：
hyakunen@

yokoham
a-cu.ac.jp

2023
年
12
月
1
日

参
考
文
献

・
横
濱
市
十
全
醫
院
［
編
］『
横

濱
市
十
全
醫
院
要
覽 

： 

附

横
濱
同
愛
記
念
病
院
』
横
濱

市
十
全
醫
院
、
1
9
3
3
年

・「
関
東
大
震
災
起
こ
る
」
東

京
日
日
新
聞
．
1
9
2
3
年

9
月
2
日
朝
刊
、
1

頁

・
内
閣
府
W
e
b
サ
イ
ト
「 「
関

東
大
震
災
1
0
0
年
」　

特

設
ペ
ー
ジ
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100 周年記念事業へのご協力のお願い
横浜市立大学は 2028 年に創立 100 周年を迎えます。 
未来に向かって本学が発展し続けるため、4 つの記念事業プロジェクトを推進しています。 
ぜひ、本学の取組にご賛同いただきご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

問い合わせ先　　横浜市立大学基金担当：045-787-2447

vo
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焼失した横浜十全医院 平沼久三郎氏宛
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